
　
認
知
症
や
知
的
・
精
神
の
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判

断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
、法
律
行
為
に
お
け
る
意
思

決
定
が
困
難
な
人
に
つ
い
て
、そ
の
判
断
能
力
を
補

い
、そ
の
人
の
財
産
な
ど
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　
後
見
人
は
本
人
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
目
的
で

財
産
を
管
理
し
た
り
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
結
ん

だ
り
、意
図
せ
ず
結
ん
で
し
ま
っ
た
不
利
益
な
契
約
を

取
り
消
し
た
り
で
き
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　
す
で
に
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
に
、家
庭
裁
判
所

が
後
見
人
な
ど
を
選
任
し
ま
す
。

任
意
後
見
制
度

　
将
来
判
断
能
力
が
不
十
分
と
な
っ
た
場
合
に
備
え

て
、公
正
証
書
で
後
見
人
や
支
援
し
て
欲
し
い
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
毎
日
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
自
分
で

決
め
て
生
活
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
自
分
の
権
利

を
擁
護
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
何
か
が
き
っ
か
け
で
そ
ん
な
当
た
り
前
の
判

断
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
│
。ま
た
、既
に
自

分
の
思
う
こ
と
を
上
手
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、自
分
ら
し
く
生
活
で
き
な
い
と
き
│
。

　
そ
ん
な
と
き
は
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
専
門
家
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。き
っ
と
あ
な
た
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
を
一
緒
に
考
え
て
く

れ
ま
す
よ
。そ
れ
が
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
場
所

で
安
気
に
暮
ら
せ
る「
権
利
擁
護
」に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市の現状や課題、認知症や障がいに
ついて知り「安気に暮らせるまち」
をみんなでつくりましょう。

　社会には認知症や障がい、心の病などによってさまざまな生
活場面で意思決定ができない人がいます。そういった家族や友
人が身近にいたとしたら、私たちにできることは何でしょう。
　市は、今年の１月から権利擁護センターを設置するととも
に、成年後見制度利用促進基本計画を策定しました。誰もが住
み慣れた場所で安気に暮らしていけるよう、この機会に権利擁
護について考えてみませんか。

筋痛性脳脊髄炎、繊維筋痛症、脳脊髄液
減少症という３つの難病と闘いながら、
タレント・モデル活動を行う。

昨年12月に「岐阜県
ヘルプマーク普及啓
発大使」に就任

４月４日に東京五輪
聖火ランナーとして
車いすに乗って聖火
をつなぎます

安気に暮らすために 高齢福祉課問

成
年
後
見
制
度
と
は

　
制
度
利
用
に
向
け
た
相
談
対
応
の
充

実
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、支
援
者
へ
の
広
報
・
啓
発
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
状
況
で
成
年
後
見
制
度
の
利

用
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
計
画
は
、

①
利
用
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る

制
度
運
用

②
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携
の
仕
組

み
づ
く
り

③
制
度
の
理
解
促
進
と
適
正
な
運
用

の
３
つ
を
基
本
方
針
の
柱
に
し
、国
の

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
計
画
を
基

に
、市
の
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
、策
定

し
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
基
本
計
画

成年後見制度利用の目安

法定後見制度（後見）
判断能力が全くない人

法定後見制度（保佐）
判断能力が著しく不十分な人

法定後見制度（補助）
判断能力が不十分な人

任意後見制度
将来、判断能力が不十分と
なった場合に備えたい人

制
度
の
必
要
性

高

低

判
断
能
力

低

高

計画はこちらから

困 っ て い る こ と は あ り ま せ ん か ？
怒鳴られる、叩かれる、
食事が不十分

自分の年金が自分の
ために使われていない

障がいのある
子どもの将来が不安

頼れる親族がいない
もしもの時、支えてくれる人を
決めておきたい

お金の管理が上手くできない
必要な時にお金がない

生活のために必要なサービスが
選べない、手続きできない、
説明されてもわからない

可児市権利擁護センター そんな  時は
相談し  てください

☎621111
月～金曜日（祝日、年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分

介護保険制度
日常生活自立支援事業
成年後見制度
生活困窮者自立支援制度

障害者総合支援法

虐待防止法障害者
高齢者

利用できる制度の
紹介やどのように
すると良いかなど
を一緒に考えます

相談内容に合った専門の職員が手助けします

高齢福祉課福祉政策係
高 齢 者　高齢福祉課 高齢者支援係
生活困窮　福祉支援課 生活支援係
障がい者　　　〃　　 障がい福祉係

市役所

相談員

社会福祉協議会

ケアマネジャー

医師

事業所

看護師

弁護士

総合窓口
専
用
窓
口

可児市ふるさと広報大使
塚本明里さん
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